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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  一方の基板側の電極を他方の基板側に引き出
す際の接続を信頼性あるものにする。
【解決手段】  液晶を介して対向配置される各基板と、
これら各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う
長方形環状のシール材と、前記各基板のうち一方の基板
の液晶側の面に前記シール材の短辺の方向とほぼ平行に
延在し該方向に交差する方向に並設される各電極と、前
記各基板のうち他方の液晶側の面に前記各電極を引き出
し前記シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する各引
き出し電極とを有し、前記シール材に導電材が混在され
ているとともに、前記各電極と各引き出し電極との電気
的接続は前記シール材の長辺の部分の前記導電材を介し
て行われている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶を介して対向配置される各基板と、
これら各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う
長方形環状のシール材と、
前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面に前記シール
材の短辺の方向とほぼ平行に延在し該方向に交差する方
向に並設される各電極と、
前記各基板のうち他方の液晶側の面に前記各電極を引き
出し前記シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する各
引き出し電極とを有し、
前記シール材に導電材が混在されているとともに、前記
各電極と各引き出し電極との電気的接続は前記シール材
の長辺の部分の前記導電材を介して行われていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  液晶を介して対向配置される各基板と、
これら各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う
長方形環状のシール材と、
前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面に前記シール
材の短辺の方向とほぼ平行に延在し該方向に交差する方
向に並設される各電極と、
前記各基板のうち他方の液晶側の面に前記各電極を引き
出し前記シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する各
引き出し電極とを有し、
前記シール材に導電材が混在されているとともに、前記
各電極と各引き出し電極との電気的接続は前記シール材
の長辺の部分の前記導電材を介して行われ、
各電極と電気的接続がなされた引き出し電極は該シール
材で囲まれた領域内を走行して該シール材の短辺側から
引き出されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  液晶を介して対向配置される各基板と、
これら各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う
長方形環状のシール材と、
前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面に前記シール
材の短辺の方向とほぼ平行に延在し該方向に交差する方
向に並設される第１電極と、
前記各基板のうち他方の液晶側の面に前記シール材の長
辺の方向とほぼ平行に延在し該方向に交差する方向に並
設され前記シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する
第２電極と、前記第１電極を引き出し前記第２電極の端
子のある辺側に並設される端子を有する各引き出し電極
とを有し、
前記シール材に導電材が混在されているとともに、前記
第１電極と各引き出し電極との電気的接続は前記シール
材の長辺の部分の前記導電材を介して行われ、
前記第１電極と電気的接続がなされた引き出し電極は該
シール材で囲まれた領域内を走行して該シール材の短辺
側から引き出されていることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項４】  シール材で囲まれた領域内の引き出し電
極は、第１電極と第２電極の重畳部に形成される各画素*
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*の集合体である液晶表示部とシール材との間の領域に位
置付けられていることを特徴とする請求項４に記載の液
晶表示装置。
【請求項５】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち一方の基板の液晶側の面に一方向に延在し該方向と交
差する方向に並設される第１の電極と、
他方の基板の液晶側の面に前記一方向と交差する方向に
延在し前記一方向に並設される第２の電極と、
導電体が混入され、一方の基板に対する他方の基板の固
定および前記液晶を封入するシール材とを備え、
前記第２の電極を互いに隣接するもの同士で２つのグル
ープに区分けし、それぞれのグループの各第２の電極の
前記シール材を介して一方の基板側へ引き出す端部を異
ならしめ、該一方の基板側へ引き出された各引き出し電
極の延在方向が同方向であるとともに、
該引き出し電極の延在方向と反対側に位置付けられるグ
ループにおける第２の電極の引き出し電極との接続部と
反対側のシール材の一部に液晶封入口が形成されている
ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に係
り、たとえば携帯電話器に備えられるＳＴＮ型の液晶表
示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】携帯電話器に備えられるＳＴＮ型の液晶
表示装置は、液晶を介して対向配置される各基板を備
え、その一方の基板の液晶側の面にｙ方向に延在しｘ方
向に並設される画素電極が形成され、他方の基板の液晶
側の面にｘ方向に延在しｙ方向に並設される対向電極が
形成されている。
【０００３】画素電極と対向電極の各重畳部においてそ
れぞれ画素が形成され、これら各画素の液晶がこれら各
電極間の電界によって挙動し、その光透過率が変化する
ようになっている。
【０００４】このような液晶表示装置は、たとえば他方
の基板側に形成された対向電極を一方の基板側に引き出
すようにし、該一方の基板の一辺部にて画素電極と並設
させるようにしている。該一方の基板の一辺部からそれ
ぞれの電極に信号を供給するようにした方が、スペース
的にも、また回路設計においても好都合であるからであ
る。
【０００５】他方の基板側に形成された対向電極を一方
の基板側に引き出す構成としては、一方の基板に対する
他方の基板の固定を行いかつ液晶を封入する機能をも兼
ねるシール材にたとえば導電ビーズからなる導電体を混
在させ、この導電ビーズを介して他方の基板側の対向電
極と一方の基板側に形成された引き出し電極との接続を
図るものが知られている。
【０００６】
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【発明が解決しようとする課題】しかし、このような構
成において、各画素の集合体からなる液晶表示部が観察
者から見て縦長となっており、しかも、画素電極および
対向電極に信号を供給する個所が前記液晶表示部の短辺
側から行う場合、たとえば他方の基板側の対向電極の一
方の基板側への引き出しが良好になされないということ
が指摘されるに至った。
【０００７】すなわち、他方の基板側の対向電極と一方
の基板側の引き出し電極の前記シール材を介した重畳部
において、それらの対向面積が充分にとれず、導電ビー
ズを介した接続が充分になされないということがあっ
た。
【０００８】また、隣接する他の対向電極とそれに接続
される引き出し電極との間の間隔も充分にとれないこと
から、それらがショートしてしまうということもあっ
た。
【０００９】このような不都合の解消にあたって、いわ
ゆる額縁（液晶表示部の外枠と基板端辺の間の領域）を
小さくするため前記シール材は各基板の端辺になるだけ
近付けて形成しなければならないことから、スペース的
にかなりな制約があることを前提として対策しなければ
ならない事情が生じる。
【００１０】本発明は、このような事情に基づいてなさ
れたもので、その目的は、いわゆる額縁を小さくすると
ともに、一方の基板側の電極を他方の基板側に引き出す
際の接続を信頼性あるものとした液晶表示装置を提供す
ることにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
以下のとおりである。
【００１２】手段１．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板と、これら
各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う長方形
環状のシール材と、前記各基板のうち一方の基板の液晶
側の面に前記シール材の短辺の方向とほぼ平行に延在し
該方向に交差する方向に並設される各電極と、前記各基
板のうち他方の液晶側の面に前記各電極を引き出し前記
シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する各引き出し
電極とを有し、前記シール材に導電材が混在されている
とともに、前記各電極と各引き出し電極との電気的接続
は前記シール材の長辺の部分の前記導電材を介して行わ
れていることを特徴とするものである。
【００１３】手段２．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板と、これら
各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う長方形
環状のシール材と、前記各基板のうち一方の基板の液晶
側の面に前記シール材の短辺の方向とほぼ平行に延在し
該方向に交差する方向に並設される各電極と、前記各基
板のうち他方の液晶側の面に前記各電極を引き出し前記
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シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する各引き出し
電極とを有し、前記シール材に導電材が混在されている
とともに、前記各電極と各引き出し電極との電気的接続
は前記シール材の長辺の部分の前記導電材を介して行わ
れ、各電極と電気的接続がなされた引き出し電極は該シ
ール材で囲まれた領域内を走行して該シール材の短辺側
から引き出されていることを特徴とするものである。
【００１４】手段３．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板と、これら
各基板の間にそれらの固定と該液晶の封入を行う長方形
環状のシール材と、前記各基板のうち一方の基板の液晶
側の面に前記シール材の短辺の方向とほぼ平行に延在し
該方向に交差する方向に並設される第１電極と、前記各
基板のうち他方の液晶側の面に前記シール材の長辺の方
向とほぼ平行に延在し該方向に交差する方向に並設され
前記シール材の短辺に平行な辺側に端子を有する第２電
極と、前記第１電極を引き出し前記第２電極の端子のあ
る辺側に並設される端子を有する各引き出し電極とを有
し、前記シール材に導電材が混在されているとともに、
前記第１電極と各引き出し電極との電気的接続は前記シ
ール材の長辺の部分の前記導電材を介して行われ、前記
第１電極と電気的接続がなされた引き出し電極は該シー
ル材で囲まれた領域内を走行して該シール材の短辺側か
ら引き出されていることを特徴とするものである。
【００１５】手段４．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、前記手段３の構成を前提に、シール材で囲まれ
た領域内の引き出し電極は、第１電極と第２電極の重畳
部に形成される各画素の集合体である液晶表示部とシー
ル材との間の領域に位置付けられていることを特徴とす
るものである。
【００１６】手段５．本発明による液晶表示層は、たと
えば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の
基板の液晶側の面に一方向に延在し該方向と交差する方
向に並設される第１の電極と、他方の基板の液晶側の面
に前記一方向と交差する方向に延在し前記一方向に並設
される第２の電極と、導電体が混入され、一方の基板に
対する他方の基板の固定および前記液晶を封入するシー
ル材とを備え、前記第２の電極を互いに隣接するもの同
士で２つのグループに区分けし、それぞれのグループの
各第２の電極の前記シール材を介して一方の基板側へ引
き出す端部を異ならしめ、該一方の基板側へ引き出され
た各引き出し電極の延在方向が同方向であるとともに、
該引き出し電極の延在方向と反対側に位置付けられるグ
ループにおける第２の電極の引き出し電極との接続部と
反対側のシール材の一部に液晶封入口が形成されている
ことを特徴とするものである。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明による液晶表示装置
の実施例を図面を用いて説明をする。
【００１８】実施例１．図２は本発明による液晶表示装
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置の一実施例を示す平面図で、マトリクス状に配置され
た各画素の集合体である液晶表示部ＡＲとこの液晶表示
部ＡＲ内の画素電極ＰＸからの引き出し電極ＰＴＸおよ
び対向電極ＣＴからの引き出し電極ＣＴＴを示したもの
である。
【００１９】透明基板ＳＵＢ１に対向して透明基板ＳＵ
Ｂ２が配置され、その間には液晶が介在されている。
【００２０】透明基板ＳＵＢ１および透明基板ＳＵＢ２
はそれぞれ長方形状となっており、観察者側から観た場
合に縦長となっている。これにともない液晶表示部ＡＲ
もそのようになっている。
【００２１】透明基板ＳＵＢ１は、その各短辺のうちの
一つの短辺の近傍において透明基板ＳＵＢ２によって被
われていない部分となっており、この部分は前記引き出
し電極ＰＴＸおよび引き出し電極ＣＴＴの各端子が並設
されている部分となっている。
【００２２】図１は図２に示した液晶表示装置のさらに
詳細に示した平面図である。透明基板ＳＵＢ１が有り、
この透明基板ＳＵＢ１には液晶を介して透明基板ＳＵＢ
２が配置されている。これら各透明基板ＳＵＢ１、２は
それぞれ図中ｘ方向に短辺をｙ方向に長辺を有する長方
形となっている。
【００２３】透明基板ＳＵＢ１に対する透明基板ＳＵＢ
２の固定は該透明基板ＳＵＢ２の周辺に形成されるシー
ル材ＳＬによってなされている。また、このシール材Ｓ
Ｌは液晶を封入する機能をも兼ね備えている。そして、
このシール材ＳＬにはたとえば導電ビーズと称される導
電体が混入されている。シール材ＳＬに導電体が混入さ
れている理由は、後に明らかとなるように、このシール
材ＳＬによって透明基板ＳＵＢ２側の導体層と透明基板
ＳＵＢ１側の導体層との電気的接続を図るためである。
【００２４】透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面には、その
ｘ方向に延在しｙ方向に並設する画素電極ＰＸが形成さ
れ、この画素電極ＰＸの延在および並設範囲は液晶表示
部ＡＲの全域に及んでいる。
【００２５】そして、この画素電極ＰＸのそれぞれの一
端（図中下側端）はシール材ＳＬを越えて引き出され、
透明基板ＳＵＢの一辺付近で端子に接続されている。
【００２６】透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面には、その
ｙ方向に延在しｘ方向に並設する対向電極ＣＴが形成さ
れ、この対向電極ＣＴの延在および並設範囲は液晶表示
部ＡＲの全域に及んでいる。
【００２７】そして、この実施例では、液晶表示部ＡＲ
を上下に二つに分けた各領域のうち、上側の領域に形成
される各対向電極ＣＴはその一端（図中左側）がシール
材ＳＬに至るまで延在され、下側の領域に形成される各
対向電極ＣＴはその他端（図中右側）がシール材ＳＬに
至るまで延在されている。
【００２８】上側の領域に形成された各対向電極ＣＴは
前記シール材ＳＬの部分において透明基板ＳＵＢ１の液
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晶側の面に形成された引き出し電極ＣＴＴに接続されて
いる。
【００２９】図１の丸枠で囲まれた部分の詳細を図３に
示し、この図３のIV－IV線における断面図を図４に示し
ている。
【００３０】シール材ＳＬの形成領域にまで延在して形
成される透明基板ＳＵＢ２側の対向電極ＣＴは、その部
分に対向して形成される透明基板ＳＵＢ１側の引き出し
電極ＣＴＴの一部と該シール材ＳＬに混入されている導
電ビーズＣＢを介して電気的に接続されるように構成さ
れる。
【００３１】ここで、シール材ＳＬの個所にて対向電極
ＣＴと接続される引き出し電極ＣＴＴは、シール材ＳＬ
によって囲まれる領域内に引き出され、液晶表示部ＡＲ
とシール材ＳＬとの間の領域を走行した後、シール材Ｓ
Ｌを越え画素電極ＰＸの引き出し電極ＰＴＸとともに透
明基板ＳＵＢ１の短辺部に引き出されるようになってい
る。
【００３２】対向電極ＣＴの引き出し電極ＣＴＴをシー
ル材ＳＬによって囲まれた領域内に走行させているの
は、いわゆる該引き出し電極ＣＴＴに電食を発生させな
いためである。
【００３３】そして、液晶表示部ＡＲとシール材ＳＬと
の間は、たとえば該シール材ＳＬ内の不純物が液晶表示
部ＡＲ内に及んで表示むらを発生させてしまうのを回避
するために、ある一定の幅を有していることから、この
領域を有効に利用せんとしている。
【００３４】このことから、たとえば、該引き出し電極
ＣＴＴをシール材ＳＬの外側に形成した場合と比較する
と、いわゆる額縁を大きくする必要がなくなるという効
果も奏する。
【００３５】なお、液晶表示部ＡＲの下側の領域に形成
された各対向電極ＣＴも図中右側のシール材ＳＬの部分
において透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面に形成された引
き出し電極ＣＴＴに接続され、この引き出し電極ＣＴＴ
は、液晶表示部ＡＲとシール材ＳＬとの間の領域を走行
した後、シール材ＳＬを越え画素電極ＰＸの引き出し電
極ＰＴＸとともに透明基板ＳＵＢ１の短辺部に引き出さ
れるようになっている。
【００３６】このように構成された液晶表示装置は、透
明基板ＳＵＢ２側に形成された対向電極ＣＴと透明基板
ＳＵＢ１側に形成された引き出し電極ＣＴＴとの電気的
接続を図るのに、シール材ＳＬのうち特に長辺を構成す
る部分のシール材ＳＬを介して行っている。このため、
該シール材ＳＬにおける各接続点の幅Ｗを大きく形成で
き、接続の信頼性を向上させることができる。また、隣
接する他の接続点とのショートも防止できる効果を奏す
る。
【００３７】実施例２．図５は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す平面図で、図１と対応した図と
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なっている。図１と比較して異なる構成は、シール材Ｓ
Ｌの一部に形成される液晶封入口ＩＮＪを、特に、液晶
表示部ＡＲの上の領域を囲む部分であって、対向電極Ｃ
Ｔとその引き出し電極ＣＴＴの接続部と反対側の部分の
一部に設けたことにある。
【００３８】この部分は、シール材ＳＬと液晶表示部Ａ
Ｒとの間に引き出し電極ＣＴＴが形成されていない部分
であることから、この部分におけるシール材ＳＬの一部
に前記液晶封入口ＩＮＪを設けている。
【００３９】このようにした場合、たとえば各電極の引
き出し電極が形成された辺と対向する側の辺（図中の上
側）におけるシール材ＳＬの部分に該液晶封入口を形成
した場合と比較すると、前記シールＳＬと液晶表示部Ａ
Ｒとの間の距離を小さくすることができるようになる。
液晶封入口ＩＮＪに形成される液晶封止剤からの溶出物
が液晶表示部ＡＲに侵入してしまうことがないからであ
る。
【００４０】実施例３．上述した各実施例では、液晶表
示部ＡＲを二つの領域に分け、一方の領域の対向電極Ｃ
Ｔと他方の領域の対向電極ＣＴのそれぞれの引き出し電
極との接続部を異なる端部で行っているものである。
【００４１】しかし、これに限定されることはなく、そ
れぞれ同じ側の端部で引き出し電極との接続を図る構成
としてもよいことはいうまでもない。
【００４２】実施例４．上述した各実施例では、透明基
板ＳＵＢ１側に画素電極ＰＸを透明基板ＳＵＢ２側に対
向電極ＣＴを形成したものである。しかし、透明基板Ｓ
ＵＢ１側に対向電極ＣＴを透明基板ＳＵＢ２側に画素電
極ＰＸを形成するようにしてもよいことはもちろんであ
る。
【００４３】実施例５．上述した各実施例では、引き出
し電極の端子が並設された一辺側から外部に設けられた*
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*駆動回路と接続する構成となっている。しかし、基板上
に駆動回路を設け、引き出し電極の端子をこの駆動回路
に接続するＣＯＧ（Chip on Glass）の構成としても良
い。
【００４４】いずれの場合でも、引き出し電極の端子は
基板のシール材の短辺に平行な辺側（必ずしも基板の端
に限られず、基板の短辺側の額縁領域を意味する）に設
けられる。
【００４５】なお、ＣＯＧの場合、駆動回路からさらに
基板の外側に向けて引き出し電極及び端子を設け、外部
の他の回路と接続する。
【００４６】
【発明の効果】以上説明したことから明らかなように、
本発明による液晶表示装置によれば、一方の基板側の電
極を他方の基板側に引き出す際の接続を信頼性あるもの
にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す詳
細平面図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す簡
略平面図である。
【図３】図１の丸枠部分の詳細を示した拡大平面図であ
る。
【図４】図１のIV－IV線における断面図である。
【図５】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
詳細平面図である。
【符号の説明】
ＳＵＢ……透明電極、ＳＬ……シール材、ＰＸ……画素
電極、ＣＴ……対向電極、ＰＴＸ……画素電極の引き出
し電極、ＣＴＴ……対向電極の引き出し電極、ＣＢ……
導電ビーズ、ＩＮＪ……液晶封入口。

【図２】 【図３】
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